
会　　員　　名

活　　動　　名

主　　催　　者

所属 TEL

氏名 E-mai

協議会以外の
共催・後援等

実　施　時　期

実　施　規　模

実施事業費

実施状況写真 別紙：総会活動支援報告参照

踊り（よさこい等）を演舞することが出来るよう構成したが、踊る側への視点に対し、見る側の視点での

活動に対するPR内容

マスコミ等の反響

参加者の反響
（参加者の声）

別紙：総会活動支援報告参照

別紙：総会活動支援報告参照

報　　告　　者

聖籠町役場　東港振興室 0254-27-2111（代表）

企業係長　　藤田　正之 higasiko@town.seiro.niigata.jp

実　施　概　要

　○みなとオアシス聖籠 認定式

聖籠町やNPO法人、民間団体等で構成する実行委員会を立ち上げ各種イベントを展開した。

　網代浜港湾緑地にて供用を開始した海洋レクリエーション交流拠点施設「聖籠町海のにぎわい館」他

を通じ、新たな賑わいの核を創出し、地域内外の交流を促進することにより地域活性化を図るべく、

　○新潟東港・聖籠海岸で行われている「海洋レジャー」の紹介や海の生き物触れ合いタッチプール

普段見ることが出来ない「みなと（新潟東港）」を船上から見学でき大変有意義であったとの意見の他、

　○新潟東港と聖籠町の関わりを紹介するパネル展、新潟東港に関わる貨物船等の模型展示等

日本海に沈む夕日の美しさ・浜風の心地よさ、踊りと音楽のプロの共演に感動の声が寄せられた。

平成２４年度活動報告書

新潟県　聖籠町

聖籠町　海洋レクリエーション拠点施設供用　記念イベント  （聖籠海まつり）

聖籠海まつり実行委員会　（聖籠町、ＮＰＯ法人、民間踊り団体、聖籠町商工会、聖籠町観光協会）

実施にあたり苦労した点
（今後他の会員が実施す

る上で注意する点）

国・県港湾関係機関、新潟港振興協会、聖籠町漁業協同組合、聖籠町教育委員会、本ネットワーク他

　活　動　全　般

平成２４年７月２１日（土） ～ ２２日（日）

・地域外からの集客を図るうえで、「核」となるイベントを企画する必要があり、日本海に沈む夕日を前に

配慮に欠ける面もあった。

約 ３，０００人

＜イベント内容＞ （別紙：総会活動支援報告参照）

　○国土交通省　港湾業務艇「あさひ」による　新潟東港船上見学

３，９２８，０２９円

　○「よさこい」を始めとする踊りと生バンドの共演　（プロ演舞の他、域内外からの一般参加を募った）

　他の会員の参考となる新しい試み



日本海にぎわい・交流海道ネットワーク
 活動支援報告

 【聖籠町海洋レクリエーション交流拠点施設供用記念イベント】
 ～ 聖籠海まつり ～

平成２４年７月２７日



新潟港（東港区）と聖 籠 町

・聖籠町は、国際拠点港湾

 

新潟港（東港

 
区）中央水路を境界とし、聖籠町・政令都市

 
新潟市と行政区が分かれる。

・新潟東港工業地帯は、聖籠町行政区面積

 
の約25％を占め、製造業などを中心に200 
社を超える企業が立地。

・農村的雰囲気が残る「農村機能」と工業地

 
帯などによる都市化が進展した「都市機能」

 
が共存する町。

人口:14,252人
（平成24年6月末）

新潟市 聖籠町

行政区境界

新潟東港工業地帯

１

みなとオアシス聖籠

聖籠町海洋レクリ

 
エーション交流拠点

 
施設

 

（港湾緑地）



まちづくりの指針（第４次聖籠町総合計画） Ｈ23年3月策定
前期目標年次
平成27年度

２



（港湾緑地）
 

聖籠町 海洋レクリエーション交流拠点施設

網代浜ボートパーク

網代浜海水浴場

海洋レクリエーション交流拠点施設
聖籠町

 

海のにぎわい館

港湾緑地の整備：社会資本整備総合交付金（みなと振興交付金より移行）を活用
事業主体：聖籠町
事業期間：平成20年度～平成23年度

３



記念イベント（聖籠海まつり）の概要

４

会　　員　　名

活　　動　　名

主　　催　　者

協議会以外の
共催・後援等

実　施　時　期

実　施　規　模

実施事業費

実　施　概　要

　○みなとオアシス聖籠 認定式

聖籠町やNPO法人、民間団体等で構成する実行委員会を立ち上げ各種イベントを展開した。

　○新潟東港と聖籠町の関わりを紹介するパネル展、新潟東港に関わる貨物船等の模型展示等

新潟県　聖籠町

聖籠町　海洋レクリエーション拠点施設供用　記念イベント  （聖籠海まつり）

聖籠海まつり実行委員会
　（聖籠町、ＮＰＯ法人海レクサポートせいろう、民間踊り団体、聖籠町商工会、聖籠町観光協会）

協力：北陸地方整備局　新潟港湾・空港整備事務所、新潟県 新潟港湾事務所、（社）新潟港振興協会
　　　　聖籠町漁業協同組合、須賀ＩＺＡＮＡＩ連
後援：聖籠町教育委員会、聖籠町行政区長会、日本海にぎわい・交流海道ネットワーク他

　活　動　全　般

　網代浜港湾緑地にて供用を開始した海洋レクリエーション交流拠点施設「聖籠町海のにぎわい館」他

を通じ、新たな賑わいの核を創出し、地域内外の交流を促進することにより地域活性化を図るべく、

　○新潟東港・聖籠海岸で行われている「海洋レジャー」の紹介や海の生き物触れ合いタッチプール

平成２４年７月２１日（土） ～ ２２日（日）

約 ３，０００人　（集計中）

＜イベント内容＞

　○国土交通省　港湾業務艇「あさひ」による　新潟東港船上見学

約４，０００，０００円　（精算中）

　○「よさこい」を始めとする踊りと生バンドの共演　（プロ演舞の他、域内外からの一般参加を募った）



記念イベント（聖籠海まつり）の概要
 

（イベント配置図）

５



記念イベント（聖籠海まつり）実施状況
 

（その１）

６

①よさこい踊りと生バンドの共演

②みなと紹介コーナー（新潟東港等の紹介パネルと船の模型展示）



記念イベント（聖籠海まつり）実施状況
 

（その２）

７

③船上みなと見学

④海洋レジャー紹介コーナー（ｻｰﾌｨﾝ・ｾｰﾘﾝｸﾞ・魚釣）、海のいきものふれあいコーナー



記念イベント（聖籠海まつり）実施状況（その３）、広報活動
⑤みなとオアシス聖籠 登録証交付式 ⑥屋台広場

○広報活動
ポスター：800枚掲示
チラシ：7,000枚配付
TV局：民放4社、NHKへ

チラシとポスターを
配付

FM局：生放送にて宣伝

新聞社：チラシを投げ込み
各種ホームページ掲載

８



記念イベント（聖籠海まつり）に対するマスコミ反応
新潟日報（朝刊）平成24年7月18日（水） 新潟日報（朝刊）平成24年7月24日（火）

９

○民放局1社に於いて

 「海まつり開催状況」の

 報道がなされた。



みなとオアシス聖籠について

（１）みなとオアシス聖籠

 

運営主体

 

：

 

聖籠町

 

（平成２４年７月２２日

 

認定）

（２）「みなとオアシス」を活用した地域振興の目的
日本海に面する美しい「みなと・海岸」を活かした賑わい・憩いの場を提供し、各種イベント等の実施と情報発信により地域内外の交流

を促進し「地域の活性化」を図る。

（３）「みなとオアシス」を活用した地域振興の概要
・聖籠夏まつり・海まつりや地曳網等の地域イベントへの支援やイベント開催
・海洋スポーツ競技大会への支援やイベント開催
・釣り大会の開催支援
・地域やﾏﾘﾝﾚｼﾞｬｰ団体などと一体となった海岸清掃
・「みなとや海岸、地域の歴史や文化」を紹介するパンフレットを設置するとともにインターネットを活用した情報発信。

（４）みなとオアシス聖籠

 

構成施設
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